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ア
ラ
ー
の
恵
み
ー
石
油
ブ
ー
ム
の
到
来
（
二
） 

 

六
十
五 

中
東
の
石
油
産
業
の
曙(

二―

四)
 

 

十
九
世
紀
末
、
そ
れ
ま
で
の
石
炭
炊
き
の
蒸
気
機
関
に
対
し
ド
イ
ツ
で
石
油
を
燃

料
と
し
た
ガ
ソ
リ
ン
お
よ
び
デ
ィ
ー
ゼ
ル
内
燃
機
関
が
発
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
輸
送

分
野
に
革
命
を
も
た
ら
し
、
軍
事
面
で
は
戦
車
や
軍
艦
の
推
進
機
関
と
し
て
急
速
に

普
及
し
た
。
そ
の
結
果
石
油
の
需
要
が
急
激
に
膨
ら
み
世
界
各
地
で
石
油
開
発
が
盛

ん
に
な
っ
た
。
中
東
で
は
１
９
０
８
年
に
ペ
ル
シ
ャ(

イ
ラ
ン)

で
油
田
が
発
見
さ
れ
、

そ
し
て
イ
ラ
ク
（
１
９
２
８
年
）
、
ク
ウ
ェ
イ
ト(

１
９
３
８
年)

さ
ら
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
（
１
９
４
０
年
）
と
地
図
上
を
南
下
し
な
が
ら
次
々
と
油
田
が
発
見
さ
れ
た
。

イ
ラ
ン
か
ら
イ
ラ
ク
、
ク
ウ
ェ
イ
ト
、
さ
ら
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ブ
ダ
ビ
へ
と

続
く
石
油
の
埋
蔵
地
帯
は
「
オ
イ
ル
・
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
。 

  

こ
の
オ
イ
ル
・
ベ
ル
ト
の
開
発
を
手
掛
け
た
の
は
欧
米
の
石
油
企
業
で
あ
っ
た
。

中
で
も
「
セ
ブ
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
（
七
姉
妹
）
」
と
呼
ば
れ
る
米
英
の
七
企
業
が
大
き

な
存
在
感
を
示
し
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー(

エ
ッ
ソ)

、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク(

モ
ー
ビ
ル)

、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ

ル
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
（
ソ
ー
カ
ル
）
、
ガ
ル
フ
オ
イ
ル
、
テ
キ
サ
コ
の
米
国
系
五
社
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と
英
国
の
ア
ン
グ
ロ
ペ
ル
シ
ャ
ン
及
び
英
蘭
系
の
シ
ェ
ル
オ
イ
ル
の
七
社
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
名
前
を
冠
す
る
三
社
は
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
が
創
業
し
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
で
分
割
さ
れ
て
生
ま
れ
た
会
社
で
あ
り
、
エ
ッ
ソ
と
モ
ー
ビ
ル
は
そ
の

後
合
併
し
て
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル(

E
x
x
o
n
M
o
b
i
l
)

と
な
り
、
ソ
ー
カ
ル
は
ガ
ル
フ
オ
イ
ル
及
び
テ
キ
サ
コ
の
二
社
を
吸
収
合
併
し
て
現

在
は
シ
ェ
ブ
ロ
ン(

C
h
e
v
r
o
n
)

と
な
っ
て
い
る
。 
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